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■　図面リスト

　　№ 　図面名称 縮尺（A-1） 縮尺（A-3）

SA-01-1 　特記仕様書（その１） ＮＯＮ ＮＯＮ

SA-01-2 　特記仕様書（その２） ＮＯＮ ＮＯＮ

SA-02   案内図・配置図 1/250 1/500

SA-03 　スロープ撤去_平面図 1/100 1/200

SA-04 　スロープ撤去_立面図 1/100 1/200

SA-05 　スロープ撤去_詳細図 1/24,1/60 1/48,1/120

SA-06 　スロープ改修_平面図 1/50 1/100

SA-07 　スロープ改修_立面図 1/100,1/25 1/200,1/50

SA-08 　スロープ改修_詳細図 01 1/10,1/5 1/20,1/10

SA-09 　スロープ改修_詳細図 02 1/10 1/20



　　　・ 契約の日から令和9　年　3　月　２５　日まで  

３．工事種目

２．敷地面積

１．工事場所

特 記 仕 様 書

Ⅰ  　工事概要

改修工事設計図

４．工期
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担当者

名　　　称

資格者氏名
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令和　8　年度

環境省 中部環境局 信越自然環境事務所

上信越高原国立公園

計

者

設

群馬県吾妻郡嬬恋村田代２１３４

令和７年度（補正繰越）
鹿沢インフォメーションセンタースロープ改修工事
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改修対象：スロープ床・外壁の改修　一式

○

鹿沢インフォメーションセンター　スロープ

（1）建物概要：鹿沢インフォメーションセンター
  　　　　　木造＋鉄筋コンクリート造一部鉄骨造　（地上２階　地下１階）　　　　　　改修1棟

項　　目 特　　記　　事　　項章

一
般

共
通

事
項

1
適用区分・

　・風圧力

　・積雪荷重 　　 
地表面粗度区分

　 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

                       　　　　　　　　　　　（　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ　）

・

風速（Vo=　30　m/s）

 平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　２４　　）
20N/㎡　/cm・ 施工条件  (1.3.5)[1.3.5]

　・施工順序
　　（　積雪のある地域のため、施工工程について注意を払うこと　　）
　・工事用車両の駐車場及び資機材の置き場所
　　（　建物近隣のキャンプ場は１０月末まで営業しているため、キャンプ場、ゴミ置き場等の使用に
　　　　差し支えない位置とし、搬入経路も同様とする）・

 (1.4.1)[1.4.1]環境への配慮

    ④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

    ① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、 パーティク

　　   材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用す

    ③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ−ｎ−プチル及びフタル酸ジ−２−エチルヘキシル等を含

    を指す。

　　 、次の①から④を満たすものとする。
(１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に

(２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは
    次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料

    ② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

    ①建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデ
      ヒド発散建築材料以外の材料
    ②建築基準法施行令第20 条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料
    ③建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料
    ④建築基準法施行令第20 条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　   ルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

　     する。

       とする。

　　   る。

　　   塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない

       アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの
       有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

（１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能
    を有するものとする。
（２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使

（３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と
    する。

　　事項を満たすものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価さ
　　れたことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載されて

　  ①品質及び性能に関する試験データを整備していること。 
　　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 
    ③安定的な供給が可能であること。 
    ④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 
    ⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 
    ⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。 
（５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料 

　　用する場合は監督職員の承諾を受ける。

　　いるものは、証明となる資料等の提出を省略することができる。

 (1.4.2)[1.4.2]
・

材料の品質等

（４）本工事に使用する材料のうち、（５）に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥すべての

○

○

○

○

ガルバリウム鋼板、エキスパンドメタル、デッキ材、鉄骨、塗料

○

○

○

○

○

「公共工事」においては表1中の品目ごとの判断の基準）を満たすものを示す。

　４）特記事項に記載の (      ) 内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。
　３）特記事項に記載の [     ] 内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの工事特記仕様書を
適用する。なお、電気設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図、機械設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図による。

（３）本特記仕様書の表記

○

　１）項目は、・ 印の付いたものを適用する。

　　　たものを適用する。

１．共通仕様

・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。
・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

　２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

　５） 　 　　印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（平成12年法律第100号）に基づく環境物品等の
調達の推進に関する基本方針（平成31年2月8日閣議決定)に定める特定調達物品における判断の基準（特定調達品目

Ⅱ  　建築改修工事仕様

○

（１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、○を付け

・公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版（以下、「改修標準仕様書」という。）
・公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版（以下、「標準仕様書」という。）
・建築工事標準詳細図（令和4年版）（以下、「標準詳細図」という。）　　
・建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）　

○

○

□Ｇ

○○

○
○○
○

種別　 ( ・ A 種　・ B 種　・ C 種　・ D 種  ・ E 種 )
・材料、撤去材等の運搬方法

防護シート

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの
  別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置方式
  又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

・

外部足場

 [2.2.1]　       足場等

・設置しない

・設置しない

　[表2.2.1]

                D種：利用可能な階段　　　　　（・図示による　・　　　　　　　） 

・設置する　　（設置範囲　　・工事に必要な範囲　・図示による　・　　　　　　）

・設置する　　（設置範囲　　・工事に必要な範囲　・図示による　・　　　　　　）

内部足場　　　・設置する　（※ 脚立、足場板等　・　　　　）　・設置しない　　　　　　　　　

・防音パネル

・防音シート
防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲

仮
設

工
事

2

　　・近隣休暇村・運営中のキャンプ場施設への要配慮

・  [2.1.3]騒音・粉じん等の対策

○

○

○

○

○

○

○

　・シーリング充填工法　 
　・シーリング再充填工法 　
　・拡幅シーリング再充填工法　 
　・ブリッジ工法 
　　ボンドブレーカー張り　・適用する　・適用しない 　　　
　　エッジング材張り　　　・適用する　・適用しない 

[3.1.4][3.7.2、3、7、8]・
シーリング改修工法の種類　　

シーリング○

　下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による。
シーリング材の種類、施工箇所

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

仕上げを行わない施工箇所

接着性試験

シーリング材の目地寸法　　

　・図示による　　・　　

　※改修標準仕様書3.7.3(1)による

　・図示による　　・　

　※簡易接着性試験　・引張接着性試験

変成シリコーン系、ポリウレタン系等
の寒冷地対応品

○

金属パネル外装 目地部・取り合い部等

外部建具と建物本体との取り合い部等

既存部分の養生・  [2.3.1]

   ・既存部分　　　　　　　　　　養生の方法（※ビニルシート、合板　・　　　　　　）
   ・既存家具、既存設備等　　　　養生の方法（※ビニルシート等　・　　　　　　　　） 
   ・既存ブラインド、カーテン等　養生の方法（・ビニルシート等　・　　　　　　　　） 
                                 保管場所　（・図示による　・　　　　　　　　　　） 
   ・固定された備品、机、ロッカー等の移動　（・図示による　・　　　　　　　　　　）  

養生の方法等

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与えた
 場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。 

　[2.3.2][表 2.3.1]・ 仮設間仕切り
仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　・図示による　・　
仮設間仕切りの種別と材質等

仕上げ（厚さmm）

・ 片面

防炎シート

・ なし

種別 塗装 充填材

グラスウール

※C種

・B種

・A種
・せっこうボード
　種類（・　　　　　　　　　 ）
　厚さ（・　　　　mm　※9.5mm）
・合板

・合板（・　　　　㎜　※9.0mm）
　材種（・　　　　　　　　 　）

厚さ　　　　㎜

仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

※合板張り程度※木製
・ 片面・ ・ 

・ 　か所・ 無し
・図示による

材質 仕上げ 塗装 備考

○

○

○

[1.5.2、3]

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示　・ 

施工数量調査・

調査範囲　・図示による　・ 
調査方法　・図示による　・ 

調査報告書　（提出部数：・2部　・ 　　　　　　）

3

防
水

改
修

工
事

降雨等に対する養生方 [3.1.3]

法（とい共）

既存防水の処理

　　　　　　　　　・行わない

　　　　　　　　　・行わない

　　　　　　　　　・行わない
　          　　　・行う（・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI　・L4X） 

既存露出防水層表面の仕上塗装の除去 　

・

・

※改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)〜(ｳ)による　 ・ 

[3.1.4][3.2.3、4、6]

既存保護層の撤去　・行う（範囲　・図示による　・　　　　　　　　　） 

既存防水層の撤去　・行う（範囲　・図示による　・　　　　　　　　　） 

・屋根のない屋外スロープ部については、積雪考慮すること。

○○

○○

○

○
○

4

外
壁

改
修

工
事

・ 施工数量調査

錆汁の流出の有無を調査する。
ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び
調査内容

 [1.6.2、3]

調査範囲　・ 外壁改修範囲　・図示による

モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、また欠損部の
形状寸法等を調査する。

表示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。
塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に
コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示による　・　
調査報告書（提出部数　・2部　　・　　　　）

・ 石綿含有建材の調査 [1.5.1]
調査

貸与資料（　　　　　　　　　　　　）
・分析による石綿含有建材の調査

　※石綿含有建材の事前調査
　　工事着工に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う

　分析対象
　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、
　　トレモライト
　サンプル数　　1箇所あたり3サンプル
　　採取箇所
　　・図示による　　・　

・ 金属パネル
による乾式外装

 [1.6.2、3]

・外壁　(ガルバリウム鋼板製スパンドレル　色 ブラック)

・材料規格　働き幅150x3030,4000　　板厚　0.35　　mm　　

　表面処理　　　高耐候性特殊塗装　　　　

・下地　胴縁　※図示による

　　　　　　　・取付ピッチ　@303以下　　　　　　　　　　　　

・取付工法　　　　　　　　　　　　　　　

・出隅・入隅・役物・開口部廻りの納まり　※図示による

・シーリングは3章 防水改修工事による

・笠木　ガルバリウム鋼板製

　板厚　　0.35　　mm　　仕上げ（　外壁材と同材とすること　　）

　下地　亜鉛溶融メッキ鋼板曲げ加工品（t2.3）

・手摺壁の笠木天端は床より1,100mm以上を確保する

　（建築基準法遵守・安全の確保）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　[7.2. 〜7]

既存錆止め塗料の鉛含有量調査　　・行う（　　　　箇所）

　　　　　　　　　　　　　　　　・行なわない

・ 下地調整    1  

塗替えRB種の場合の既存塗膜の除去範囲 

　※劣化部分は除し、活膜部分は残す　　・図示による　　・　

下地調整 

下地面の種類 下地調整の種別塗替え

※不透明塗料塗りの場合はRB種

・　
木部

亜鉛めっき面

・鉄鋼面 ※ RB種　・　

※RB種　・　

※RB種　・　亜鉛めっき面（鋼製建具）

モルタル、プラスター面

コンクリート面(DP以外)、

ALCパネル面

※RB種　・　

※RB種　・　

・RA種 ・RB種

・RC種　
押出成形セメント板面

コンクリート面(DP) ・RB種 ・RC種

※RB種　・　
せっこうボード面及び

その他ボード面

・行う

・行わない

・行わない

・行う

・行う

・行わない

・行わない

・行う

ひび割れ部の補修

  −

  −

  −

  −

  −

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 

　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　） 

・ 材料 [7.1.3]

  ※F☆☆☆☆　・  

塗
装
改

修
工

事

7

・

・ 素地ごしらえ [7.3.2〜7]

不透明塗装塗りの場合

透明塗料塗りの場合

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

鉄鋼面（DP以外）

・鉄鋼面（DP）

亜鉛めっき鋼面

コンクリート面（DP以外）及びALCパネル面

押出成形セメント板面及びコンクリート面（DP）

コンクリート面（DPのみ）

せっこうボード面及び

その他のボード面

下地面等

※A種　　・B種

※B種　　・A種

※C種　　・A種　　・B種

※ B種　　・A種　　・C種

・A種　　・B種

※B種　　・A種

※B種　　・A種

・A種　　・B種

※B種　　・A種

※B種　　・A種

※A種　　・B種

種別

木部

モルタル面及びせっこうプラスター面

※C種　・　

※A種　・　

※C種　・　

※A種　・　

※B種　・　

※B種　・　

−

−

SOP

（工程の種別は表7.4.5）

EP-G

（工程の種別は表7.4.5）

DP

（工程の種別は表7.4.6）

※B種　　・　

※A種　・B種

※A種　・B種鋼製建具等

その他

塗替え 

新
規

C種　　・　　

C種　　・　　

C種　　・　　

塗替え 

新
規 鋼製建具等

その他

塗替え

新規

亜鉛

めっき

鋼面

錆止め塗料塗りの種別

　　　工程の種別

・A種

※C種　・　

※A種　・　

※B種　・　

※C種　・　

※A種　・　

※B種　・　

（工程の種別は表7.4.3）

SOP

EP-G

（工程の種別は表7.4.3）

DP

（工程の種別は表7.4.4）

A種

A種

A種

※B種　・A種

※B種　・A種

※B種　・A種

塗替え 

新規見え隠れ 

塗替え 

新規見え隠れ 

新規見え掛り 

新規見え掛り 

　塗料の種別

鉄鋼面

素地面

塗替え 7.4.2(1)(ｲ)(b)による

7.4.2(1)(ｲ)(a)による新規

・ 錆止め塗料塗り [7.4.2、3]

塗装の種類

B種　　・　

B種　　・　

塗料製造所の仕様による

・高日射反射　塗料塗り 　　　　　　率

JIS K 5675
反射率塗料

屋根用高日射

塗料その他

規格名称規格番号 種類 等級 （kg/m )
塗付け量

2

  下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）　※RB種　・RA種　・RC種 

□Ｇ

工程

塗料塗り 2種

・1級

・2級

・3級

クリアラッカー塗りA種の工程2の適用

　・適用する（着色剤：・溶剤系着色剤　・油性染料着色剤）

　・適用しない

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の着色の適用

　・適用する

　・適用しない

　・ 

　・ 

その他ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め 　

　※B種又はC種の場合は、改修標準仕様書7.9.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め 　

　※B種又はC種の場合は、改修標準仕様書7.10.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする

・アクリル樹脂系非水分散　塗料塗り(NAD) 

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T) 

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

　　　　　　　　　　　　 形 ※B種　・A種

・A種　・B種

※B種　・A種

・ B種鉄鋼面 上塗り等級（　1）級 

亜鉛めっき鋼面 

       上塗り等級（　）級 

ｺﾝｸﾘｰﾄ面等

屋内の木部 

屋内の鉄鋼面 

屋内の亜鉛めっき鋼面 

※B種　・ 

※B種　・ 

※B種　・ 

※B種　・ 

※B種　・ 

※B種　・A種 

・A-1種　　・　

・B-1種　　・　

・C-1種　　・　

−

−

・

・ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

・耐候性塗料塗り
    (DP)

  イント塗り(EP-G)

・エマルションぺ

・つや有合成樹脂

※A種　・ 

※B種　・A種

※A種　・　

※B種　・A種

※A種　・B種

※B種　・A種

※B種　・　

・木材保護塗料塗り(WP) ※B種　・A種※B種　・A種 

・ステイン塗り
・ピグメントステイン塗り

・オイルステイン塗り（OS）

塗装

※B種　・A種

工程

※B種　・A種

※A種　・　

※B種　・　

※B種　・　

※B種　・　

[7.5.2〜7.12.2]

木部屋外 

木部屋内 

鉄鋼面 

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具以外）  

※B種　・ 

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具） 

※B種　・ 

※B種　・ 

※A種　・ 

※B種　・ 

※B種　・A種 

(着色塗料の種類：) 

    ※1種　・2種 

  塗料の種別 

　ペイント塗り（SOP）

・合成樹脂調合

塗替え 新規
　　　　　塗装面　　　　塗装の種類

・

・クリヤラッカー塗り(CL) 

オイルステン塗りの工程等　　・　

(着色塗料の種類：) 

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

SA-01-1

建築改修工事
　特記仕様書（その１）

-/-

　　　2299.07㎡

群馬県吾妻郡嬬恋村田代２１３４

建築面積　　　　　　　　　　　608.29㎡　（建築基準法による）

　　　　地下1階　　　　　　　　300　　　　　㎡
　　　　　　　　　　 １階　　　　　   350　　　　　㎡
　　　　　　　　　　　２階　　　    　350　　　　　㎡

（４）電気設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　改設　一式

（３）機械設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 改設　一式

鹿沢インフォメーションセンター

延べ面積　　　　　　　　　1000　　　　　㎡　（国有財産法及び建築基準法による）

（２）建築工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　改設　一式



鉄骨製作工場の加工能力

・ 鉄骨製作工場 [8.1.5]

※建築基準法第68条の25に基づき国土交通大臣から構造方法等の認定を取得している

鉄骨製作工場又は同等以上の能力のある工場

( 　  　 )グレード以上

・監督職員の承諾する工場

鉄
骨

工
事

・ 鉄骨製作工場に

おける施工管理技術者

[8.1.6]

※配慮する

・ 鋼　材

[8.2.8]種類等

種類の記号 適用箇所（主要な部分） 規格

・JISによる　・

・JISによる　・

・JISによる　・

・JISによる　・

・JISによる　・

・JISによる　・

作成した対比試験片で行うこと

・トルシア形高力ボルト

・ 高力ボルト

・JIS形高力ボルト

・

高力ボルトの種類

[8.2.9][8.13.2][8.14.2]

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

・図示による（ 　）　　・　

摩擦面の処理方法

・改修標準仕様書8.14.2(1)による 　・　

すべり試験の種類

・すべり係数試験　　・すべり耐力試験　　・

すべり試験を実施する場合、改修標準仕様書8.14.2(1)(ｲ)による摩擦面の確認は、本試験で

・標準仕様書 表7.2.3(JIS附属書品)又は次による

・ 普通ボルト
ボルト及びナットの材料

[8.13.2](7.2.3)

ボルトの規格は、JIS B 1180とする

ボルトの種類を呼び径六角ボルト又は全ねじ六角ボルトとし、材料は鋼とする

ボルトの強度区分は、4.6又は4.8とする。なお、呼び径六角ボルトの軸径の最大寸法は、

ボルトの径の値以下とする

ナットの規格は、JIS B 1181とする
ナットの種類は、六角ナット-Cとし、材料は鋼とする

・

※JIS B 1256による   　　・

座金

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

・図示による（　　　　　　）　　・　

母屋又は胴縁の取付けに使用するボルトの孔径

※ねじの呼び径+1.0㎜　　・　

8-3

・ 溶融亜鉛めっき

高力ボルト ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

[8.13.2][8.14.2][8.20.5]

・図示による（　　　　　　）　　・　

摩擦面の処理方法

・ブラスト処理(表面粗度50μｍRｚ以上)

・りん酸塩処理

・

すべり試験の実施

・すべり係数試験　　・すべり耐力試験

すべり試験を実施する場合、改修標準仕様書8.20.5(1)(ｱ)又は(ｲ)による摩擦面の確認は、

本試験で作成した対比試験片で行うこと

別
表

工事名称

工事場所

発注機関

公園名称

検　　印

工事年度

縮　　尺

図面名称

図面番号

照査 管理・主任
技術者

協力事務所
担当者

名　 　称

資格者氏名

登録番号

所在地

令和　8　年度

環境省 中部環境局 信越自然環境事務所

上信越高原国立公園

計

者

設

群馬県吾妻郡嬬恋村田代２１３４

令和７年度（補正繰越）
鹿沢インフォメーションセンタースロープ改修工事

令和　8　年度

東京都港区新橋4丁目１番１号

東京都知事登録 第61790号

髙橋　幸子
/一級建築士第340907号

(株)クリーク･アンド･リバー社
一級建築士事務所

SA-01-2

建築改修工事
　特記仕様書（その２）

-/-

○

○

○

・ アンカーボルト (7.2.4)(7.3.2)

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

・

・図示による（構造関係共通事項（鉄骨標準図）1-1 縁端距離及びボルト間隔）

・建方用アンカーボルト

・構造用アンカーボルト

・標準仕様書表7.2.4以外のアンカーボルト

種類

種類

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

※標準仕様書表7.2.3による 　・　

・SS400 　・　

・ABR400 ・ABR490 　・　

適用箇所　　・図示による（ 　）　　・　

種類

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

・SS400 　・　

※標準仕様書表7.2.3による　　・　

・ 溶接材料

溶接材料

・改修標準仕様書 8.2.10(1)(2)による

・

[8.2.10]

・ スタッド

種類等

[8.2.11]

・22

・19

・16

呼び名 呼び長さ(㎜) 適用箇所

仮組を行う範囲　

・ 仮組

・図示による( 　)　　・　

[8.15.3]

試験の要領

・図示による( 　)　　・　

[8.13.10]

・製作精度 [8.13.3]

通しダイアフラムの突合せ継手の食い違いの寸法

鉄骨の製作精度は、JASS6 付則6 [鉄骨精度検査基準]に加えて、次による

アンダーカットの寸法

食い違い・仕口のずれの検査方法及び補強方法

・「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

※H12建告第1464号第二号イ(2)による　　・　

※H12建告第1464号第二号イ(3)による　　・　

技量付加試験

溶接技能者の

・ 溶接作業を行う

○

○

・ 溶接接合

開先の形状　

[8.15.4][8.15.7]

・図示による( 　)　　・　

・エンドタブの切断する部分

切断する箇所

切断範囲

切断面の仕上げ

・改修標準仕様書8.15.7(1)(ｶ)(b)②による

・図示による( 　)　 　・　

 なお、切断線が交差する場合は、交差部をアール状に加工する

・

・

スカラップの形状

・図示による( 　)　　・　

・ 入熱､パス間温度の

溶接条件 鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件　

[8.15.7][8.15.10]

・図示による(　　　　　　)　　・　

適用箇所　

・図示による( 　)　

・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

・ 溶接部の試験

平12建告第1464号第二号に関する外観試験方法

[8.15.12]

・｢突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル｣3.5.2受入検査による

※抜き取り検査②

・抜き取り検査①

JASS 6 付則 6 [鉄骨精度検査基準] の付表3「溶接」に関する試験方法等

・JASS 6 10.4[受入検査]e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。ただし、完全溶込み

溶接部の外観検査の抜取箇所は、超音波探傷試験の抜取箇所と同一とする。外観試験の

不合格箇所は、すべて標準仕様書7.6.13による補修を行い、再試験する

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験　

・工場溶接の場合

・工場現場溶接の場合

※全数

※全数

・ 錆止め塗装

・耐火被覆材の接着する面の塗装範囲

・耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲

塗料の範囲

[7.3.3][8.17.2、4]

・図示による( 　) 　・　

※改修標準仕様書8.17.2(1)(ｱ)〜(ｵ)による ・図示による( 　) 　・

塗料の種別

・鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内側の錆止め塗料の種別

・耐火被覆材が接着する面の塗料の種別

・下記以外の鉄鋼面は、7章[塗装改修工事]による

※A種 　・　

・

○

〈エキスパンドメタル〉
・スロープ軒天井：　エキスパンドメタル

　規格　XG-21 SW=36　LW=101.6  t=4.5
　材質：溶融亜鉛めっき鋼製

　形式・固定方法：溶接 SA-08の通り
 (既存梁SV2,受けアングルSt-L65x65x6(溶融亜鉛めっき）に溶接)

○

＜デッキ材＞
・性能区分はJAS K4相当とする。

・木材の保存処理

JAS1083の性能区分K4に適合するもの、またはこれと同等以上の保存処理性
能を有することについて第三者機関の認証を受けたものとする。

・切断部、ビス孔等の加工部の処理

（公社）日本木材保存協会または（公社）日本しろあり対策協会が認定する
油溶性木材防腐・防蟻剤を塗布する。

○

○

○



改修部

県道94号線（東御嬬恋線）

至：嬬恋村

至：東御市

休暇村嬬恋鹿沢

計画地：鹿沢インフォメーションセンター

湯尻川

N

案内図　S=NON

配置図　S=1/250

計画建物

21000 2000

案内図・配置図

A1：1/250　A3：1/500

SA-02

工事名称

工事場所

発注機関

公園名称

検　　印

工事年度

縮　　尺

図面名称

図面番号

照査 管理・主任
技術者

協力事務所
担当者

名　　　称

資格者氏名

登録番号

所在地

令和　8　年度

環境省 中部環境局 信越自然環境事務所

上信越高原国立公園

計

者

設

群馬県吾妻郡嬬恋村田代２１３４

令和７年度（補正繰越）
鹿沢インフォメーションセンタースロープ改修工事

令和　8　年度

東京都港区新橋4丁目１番１号

東京都知事登録 第61790号

髙橋　幸子
/一級建築士第340907号

(株)クリーク･アンド･リバー社
一級建築士事務所



スロープ

１階平面図

Ｂ階平面図

２階平面図

2F展示室受付カウンター

スタッフ
ルーム

改修部：みち1 改修部：スロープ
約15150※約14650※

みち1

21000 約2000

1
65
0

2
30

1
47
0

床　　：既存のまま
手摺壁：構造材/既存のまま
　　　　下地材/撤去
　　　　仕上げ材/撤去

既存床：仕上げ材/撤去
　　　　構造鉄骨/既存のまま・ケレン(B種)
軒裏　：仕上げ材/撤去
手摺壁：仕上げ・木下地材/撤去
　　　　構造鉄骨/既存のまま・ケレン(B種)

既存床：仕上げ材/撤去
　　　　構造鉄骨/既存のまま・ケレン(B種)
軒裏　：仕上げ材/撤去
手摺壁：仕上げ・木下地材/撤去
　　　　構造鉄骨/既存のまま・ケレン(B種)

改修部：スロープ

Y1通り　壁・手摺　は　既存のまま

スロープ

※ 記載寸法※は現地確認の上、現況を優先する。

東京都港区新橋4丁目１番１号

東京都知事登録 第61790号

工事名称

工事場所

発注機関

公園名称

検　　印

工事年度

縮　　尺

図面名称

図面番号

照査 管理・主任
技術者

協力事務所
担当者

名　　　称

資格者氏名

登録番号

所在地

令和　8　年度

環境省 中部環境局 信越自然環境事務所

上信越高原国立公園

計

者

設
髙橋　幸子

/一級建築士第340907号

(株)クリーク･アンド･リバー社
一級建築士事務所

群馬県吾妻郡嬬恋村田代２１３４

令和７年度（補正繰越）
鹿沢インフォメーションセンタースロープ改修工事

令和　8　年度

スロープ撤去_平面図

A1：1/100　A3：1/200

SA-03



西立面図

東立面図

床/既存のまま
手摺壁木下地のまま
（傷みがある場合は補修）
手摺壁仕上材・笠木撤去

約
1
15
0
0
※

約
4
50

0
※

1
42

0
1
97

0
1
42

0

スロープ　手摺壁・床

仕上材撤去
構造鉄骨部　B種ケレン

スロープ 見上げ

仕上材撤去
構造鉄骨部　B種ケレン

みち１（床水平部）

改修対象部：スロープ

改修対象部：スロープ

スロープ外観

スロープ支柱

スロープ踊場から建物を見る 2階からスロープ見る スロープ床

X1 X2 X3 X4 X5

X1X2X3X4X5

みち１　X3付近外観

みち１

Y１通り壁 既存のまま

210002000

1
97

0
1
42

0
1
42

0

約
9
31

0
※

約
9
77

5
※

21000

スロープ　支持部鉄骨

構造鉄骨部　B種ケレン
（埋設部含む）

スロープ　支持部鉄骨
構造鉄骨部　B種ケレン
（埋設部含む）

スロープ　支持部鉄骨

構造鉄骨部　B種ケレン
（埋設部含む）

約
9
77

5
※

約
7
40
0
※

※ 記載寸法※は現地確認の上、現況を優先する。
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スロープ撤去_立面図

A1：1/100　A3：1/200
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東京都港区新橋4丁目１番１号

東京都知事登録 第61790号

工事名称

工事場所

発注機関

公園名称

検　　印

工事年度

縮　　尺

図面名称

図面番号

照査 管理・主任
技術者

協力事務所
担当者

名　　　称

資格者氏名

登録番号

所在地

令和　8　年度

環境省 中部環境局 信越自然環境事務所

上信越高原国立公園

計

者

設
髙橋　幸子

/一級建築士第340907号

(株)クリーク･アンド･リバー社
一級建築士事務所

群馬県吾妻郡嬬恋村田代２１３４

令和７年度（補正繰越）
鹿沢インフォメーションセンタースロープ改修工事

令和　8　年度



SA-05

撤去_詳細図

A1:1/24,60  A3:1:48,120

東京都港区新橋4丁目１番１号

東京都知事登録 第61790号

工事名称

工事場所

発注機関

公園名称

検　　印

工事年度

縮　　尺

図面名称

図面番号

照査 管理・主任
技術者

協力事務所
担当者

名　　　称

資格者氏名

登録番号

所在地

令和　8　年度

環境省 中部環境局 信越自然環境事務所

上信越高原国立公園

計

者

設
髙橋　幸子

/一級建築士第340907号

(株)クリーク･アンド･リバー社
一級建築士事務所

群馬県吾妻郡嬬恋村田代２１３４

令和７年度（補正繰越）
鹿沢インフォメーションセンタースロープ改修工事

令和　8　年度

1000 1000 1000

1250

断面詳細図(X3)
S=1:48

断面詳細図(X3～X5)
S=1:48

断面詳細図(X5～)
S=1:48

X3 X4 X5

X3 X4 X5 X6 X7

Y0

Y1

Y2

X6 X7

Y0 Y1

14000（水平部）

スロープ平面撤去範囲

スロープ立面撤去範囲

腰壁材仕上（外）・軒天材
：カラマツ板貼巾100t15
　/撤去

デッキ材
:カラマツ100×75
 /撤去

床材下地・壁立上600・防水層:
コンパネ＋EVA系樹脂塗布防水
/撤去

手摺:カラマツ集成材φ50
/残置・B種ケレン
手摺支持金物:
St-FB−25×9溶融亜鉛めっき
/残置・B種ケレン(錆がある場合)

笠木
:ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板/撤去
W180×H40

腰壁材（外）
:カラマツ板貼
 巾100ｔ15/撤去

笠木
:ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板
 /撤去

軒天材
：カラマツ板貼t15
　/撤去

笠木
:ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板/撤去
w180×h40

壁下地：Z型鋼/残置・B種ケレン

壁開口枠
：木/撤去

床材：
 カラマツデッキ材
 w100 t75 /撤去

笠木：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板
　　　w180×h40　/撤去

手摺壁構造材
：St-角型鋼100x100
　/残置・B種 ケレン

スロープ構造材
：St-□ 100x100
　/ 残置　B 種ケレン

Y1通り建物壁
は既存のまま

Y1通り建物壁・手摺は既存のまま

手摺壁構造材
：St-角型鋼100x100
　/残置・B種 ケレン

X5通り建物壁は既存のまま

建物壁は既存のまま

スロープ平面図　1/120

スロープ立面図　1/120

束
:カラマツ
 /撤去

腰壁（内）
:構造用合板t12
カラマツ板貼t15
 /撤去
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部
11
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り

場
1
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般
部
14
35
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り

場
1
55

5

Y1通り建物壁・手摺は既存のまま

21000

21000

▽２FL

▽1FL

スロープ支持鉄骨
：St-Φ100
　/残置・B種 ケレン

スロープ支持部構造鉄骨
:既存St-Φ125
　/残置・B種 ケレン

スロープ支持部構造鉄骨
:既存St-Φ100
　/残置・B種 ケレン


